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比較のポイント

1. 特長

オールペア法（PictMaster）

PICT/PictMasterがフリーで提供されており簡単に使える

小さい因子がたくさんあるケースで威力を発揮

直交表（HAYST法）

多因子・多水準・複雑な禁則に対応できてバランスが良い

テストをコントロールしやすい（テストケース数、因子の追加）

2. 注意が必要となるところ

オールペア法（PictMaster）

多水準を持つ因子をそのままにしておくと大きな表になる

禁則が複雑だと終わらない

直交表（HAYST法）

手作業で作ると時間が掛かる

覚えることがたくさんあって難しい！？
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私の基本的な使い方

因子・水準を洗い出すまでの手順（オールペアも直交表も同様のステップ）

1. 仕様分析： 三色ボールペンで仕様書を真っ赤・青・緑にする

2. 顧客分析： マインドマップで6W2Hでお客様の要求を認識する

3. テスト分析： FV表を使用してテストの網羅性を確認する

4. テスト設計： FL表を使用して因子・水準・禁則関係をリストアップする

直交表で割り付けて、2因子間網羅率が100%になるまでPICTで追加する（下表）

禁則が複雑でなく、小さめの因子が多い場合はPICTを使う

ハードウェアが不安定なケースでは、組合せが均等に出現する直交表を使う

PICTで強度3を指定しても件数が少ないようならPICTを使う
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DCBANo

直交表でバランスよく
組合せを生成

オールペアで網羅率100%となる

ように最少のテストケースを追加
% pict.exe model.txt /e:seedrows.txt

HAYST優位■適用範囲

PICT優位■効率

網羅率より要因抜け
に注意

■品質（網羅率）

○

水準集約

△

Alias機能

・ 網羅率を犠牲にした割付

○×・ 多因子/水準・複雑な禁則

△○・ テストケース数

×○・ フリーツールの有無

HAYSTPICTチェックポイント


